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所属メンバー 

・有賀  正 （教授、昭和53年卒） 

・小林 一郎 （助教、昭和59年卒）  

・山田 雅文 （助教、平成 2年卒） 

・大倉 有加 （大学院生、平成13年卒） 

・竹崎俊一郎 （大学院生、平成13年卒） 

・山崎 康博 （大学院生、平成 16 年卒） 

 

 

 

外来患者数    1,400 人/年 

 

北大病院以外での免疫・アレルギー外来  

小林：帯広厚生病院、静内町立病院、白老町立病院、岩内協会病院  

山田：手稲渓仁会病院 

 

入院患者数   25 人/年 

 

 

その他の特色ある診療内容  

日本アレルギー学会認定教育施設 

食物アレルギーにおける負荷試験 

若年性特発性関節炎の生物学製剤による治療 

 

 

研究内容 

種々の原発性免疫不全症の迅速診断／病態解析. 

若年性特発性関節炎・小児膠原病・自己免疫疾患の病態解析. 

原発性免疫不全症マススクリーニング法の開発など. 

自己炎症性疾患の病態解析. 

 

 

 

 



競合的外部資金 

1. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業：原発性免疫不全症候群に関する調

査研究（分担 有賀正） 

2. 厚生労働科学研究費補助金成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業：小児先天性・難治

性疾患に対する遺伝子・細胞治療の開発と実施（分担 有賀正） 

3. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業：外胚葉形成不全免疫不全症の実態

調査と治療ガイドラインの作成（分担 有賀正） 

4. 厚生労働科学研究費補助金成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業：小児慢性特定疾患

の登録・管理・解析・情報提供に関する研究（分担 有賀正） 

5. 厚生労働科学研究費補助金科学物質リスク研究事業：前向きコホート研究による先天異

常モニタリング、特に尿道下裂、停留精巣のリスク要因と環境化学物質に対する感受性

の解明（分担 有賀正） 
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賀 正  

日本小児科学会（代議員、専門

日本小児感染症学会（理事） 

日本小児リウマチ学会（運営

日本小児保健協会（理事） 

北海道小児保健研究会（会長） 

北海道小児リウマチ性疾患研究会（

日本アレルギー協会（評議員）  

北海道出生前診断研究会（監事）

北海道免疫不全研究会（会

 

林一郎  

日本小児リウマチ学会（運営委員） 
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賀 正 

公益財団法人 小児医学研究振興財団 評議員 

小児慢性特定疾患対策協議会委員（北海道、

北海道特定疾患対策協議会審査専門委員  

北海道小児救急医療体制整

北海道臍帯血バンク理事 

札幌医科大学非常勤講師 
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